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Educational Effects on College Students by a Local-Synthesized Sport Club 
Y凶chiKITAZONO 
Kag08hima National C911ege of Technology newly established the 10侃1・synthesizedSto此 club
sponsored by HAYATO.cho edu回tional∞nunitteein the spring of2003. The members ofthis club 
are made up of the local residents，ωllege students and spo此 instructors. The ωUege students 
instruct or advi8e the club members ∞nstru併edby the local residents. This instruction experienω 
ωn eP.hance the communi~tion skil and responsibility of each student. Moreover，抗helpsto' bring 
up the engineers who舵 esituations from qthers' points of views. T.悩Bpaper p時sen旬 theactual 
∞rtditioIlB of this spo此eli.thand educatiopal effects on the students by trying this program. 




































































































図 1 高専学生にアドバイスをうけて， 自分の
技能が上達したと思いますか
3%4先
図2 高専学生の教え方は上手だと思いますか
指導補助学生へのアンケートの設問(3)で.W一般会
員の皆さんに上手に教えられていると思うかJと質問
した。その結果を図3に示す。この結果では「とても
思うJ.iまあまあ思うjと回答した学生が全体の 2割
程度であり，逆に. iあまり思わないJ，i全然思わな
い」と回答した学生は 4割を超えた。このことから，
指導補助学生自身が一般会員への指導に関して，あま
り自信を持てていないことが伺える。この理由として
は，学生自身が「技能が不足しているJ.i指導の仕方
がわからないJ.i一般会員とのコミュニケーションが
とれないJなどの問題を抱えていることが考えられる。
また，この結果と 一般会員へのアンケートにおける
設問 (4)の結果とを比較すると，教える側，教えら
れる側の両者の間で，指導に対する認識のずれがある
ことが分かる。
6九
図3 一般会員の皆さんに上手に教えられている
と思いますか
地域総合型スポーツクラブが高専学生に及ぼす教育効果
次に，一般会員へのアンケートの設問 (5)W高専学
生は話しやすいですか』についての結果を図 4に示す。
この結果では「とても思うj，iまあまあ思うJと回答
した一般会員が4割近くいるが，逆に， iあまり思わな
いj，i全然思わない」と答えた一般会員も 2割ほどお
り.学生とのコミュニケーションに対しては多少の違
和感を感じていることが伺える。
また，指導補助学生へのアンケートの設問 (5)W一
般会員のみなさんとよく話をしますか』の結果では(図
5参照)， iとても思うj，iまあまあ思う」と回答した
指導補助学生が 2割程度であり，逆に， iあまり思わな
いj，r全然思わない」と答えたのは 3割ほどおり，指
導補助学生および一般会員の間で コミュニケーショ
ンのとり方に問題が生じていることが伺える。
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図4 高専学生は話しやすいですか
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図5 一般会員のみなさんとよく話をしますか
指導補助学生へのアンケートの設問 (7)W一般会員
のみなさんに指導する際，気をつけていることがあり
ますか』との記述回答では， i分かりやすさに気をつけ
て指導している」との回答が多く得られた。指導を行
う学生は，一般会員に対して分かりやすい指導を行お
うとしているが，その方法が分からず，半ば手探りの
状態で会員に対しての指導を行っているようである。
このことが要因となり，指導補助学生と一般会員との
間でのコミュニケーションの弊害が生まれてしまって
いることが考えられる。このような弊害を解消するた
めには，指導補助学生自身が多くの指導経験を積み重
ねていく必要があり，また 学校側としてもこのよう
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な指導補助学生に対して，コミュニケーションのとり
方に関する適切な助言・指導を行う必要がある。
指導補助学生へのアンケートの設問 (7)では，上記
の回答の他に「年下には相手の年齢に応じた分かりや
すい言葉を使用することJや， i年上の方々に対しては
礼儀や話し方などにも十分注意するj，i初心者に対し
ては楽しさから伝えたいj，iやる気がでるような言葉
かけをしたい」など，相手の立場に立ち，相手の身に
なって考えながら助言・指導を行おうとしている姿勢
が伺える。また，これらの回答から，指導補助学生が
一般会員への指導を通じて，様々な立場の人(年齢差
や能力差，経験の有無など)がいることを再認識し
相手に応じた対応をすることにより コミュニケーシ
ョン能力の向上を図ろうとしている姿勢も伺える D こ
のことは，本学の教育目標のひとつである， i相手の立
場に立ってものを考える技術者」に向けた教育プログ
ラムに即しており，学生に対して大きな教育効果をも
たらすものであると言える。
2)学生の技能向上とクラブ活動に対する取り組みヘ
の影響
指導補助学生へのアンケートの設問 (6)W一般会員
のみなさんの技能がもっと向上してほしいと思います
かJについての結果を図 6に示す。この結果からは，
「とても思うJ.rまあまあ思うJと回答した指導補助
学生が7割近くとなり.指導を行う学生の多くが，指
導による成果や結果を見出したいと感じており，また，
指導に対する自らの責任を自覚していることが伺える。
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図 6 一般会員のみなさんの技能がもっと向上して
ほしいと思いますか
また，指導補助学生へのアンケートの設問 (8)W一
般会員のみなさんの技能が向上するために， 自分自身
の技能や教え方を向上させたいと思いますか』につい
ての結果では(図7参照)， iとても思うj，iまあまあ
思うjと答えた学生が約7割近くにもなり，多くの学
生が会員の技能向上のために自分自身の技能や教え方
を高めようと考えていることが分かる。
北薗裕一
さらに，指導補助学生へのアンケートの設問 (9)Wス
ポーツクラブで指導に参加するようになってから自分
自身変化したことがありますか』との記述回答では，
「基礎技術が向上したJ.1基本の練習の大切さが分か
ったJ.1今まで以上にクラブ活動に真面白に取り組む
ようになったJ.1正しいフォームかを自分でチェック
するようになった」など， 自分自身の技能向上や，ク
ラブ、活動への取り組みに対して良い影響を与えている
回答が得られた。また，上記のような考えは，指導補
助学生自身が「一般会員には負けたくないJ.1一般会
員には良いところを見せたい」などの願望から芽生え
たものであると思われる。このような願望は，一般的
なクラブ活動の中から生まれる願望(1同僚には負けた
くないJ. 1大会で優勝したい」など)に比べれば達成
が比較的容易であり，また，その達成の成果を指導し
た学生と，指導された一般会員とで共有できることか
ら，双方にとって良い影響を与えることになる。この
ように，学生がスポーツクラブ、への指導補助員として
参加することにより，指導補助学生自身が自分の技能
を見直す機会を得て，また，それにより自分自身の技
能向上や指導力向上という前向きな考えを生み出し
結果として技能面および¥クラブ活動への積極的な取
り組みといった効果が得られているといえる。このこ
とからも， このスポーツクラブの存在が学生教育の一
役を担うことができるといえよう。
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図 7 一般会員のみなさんの技能が向上するため
に，自分自身の技能や教え方を向上させたい
と思いますか
3)地域社会への影響
一般会員へのアンケートの設問 (8)W高専の学生と
接することで高専(学校)に対してのイメージに変化
がありましたか』との記述回答では.1楽しそうな学校J.
「明るい学校」など，本学に対しての良いイメージを
持つようになった一般会員が多かった。アンケートに
応じた一般会員の多くは小・中学生であることから，
このようなイメージをもたれることは， これからます
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ます進むであろう少子化社会の中で，鹿児島高専に進
学したい，この学校で学んでみたいと思う小中学生が
増え，多くの受験生を確保することへもつながる。受
験生が増加すると必然的に厳しい競争に勝ち抜いた質
の高い学生が入学し，高いレベルの学習を行うことが
できる。これにより学生の学力向上が見られるであろ
う。さらには，本学で学びたいと思う，より高い意欲
をもった学生を受け入れるということは，そのような
学生のニーズに応えるためにも，教員一人ひとりの指
導力向上，指導方法や指導形態の改善，高いレベルの
研究が求められることにもなる。
このように， このスポーツクラブの存在により，本
学が地域から愛され地域に根ざした学校へとなり， さ
らにはその活動に本学学生も参加していることは，学
校側にとっても大きな自信へとつながるものである。
その中で学生が，スポーツクラブ会員と共に活動をす
ることにより，相手の立場を考えたり，それに応じた
話し方や言葉を取捨選択したりするような経験をより
多くつむことで，課外活動の目的である民主的な社会
人としての心身の修養につながるものであるといえる。
4 まとめ
本学は，隼人町教育委員会と共催し.W隼人錦江スポ
ーツクラブ」という，地域総合型スポーツクラブを運
営している。この活動の中では，本学学生が一般会員
への指導に携わり，指導補助者としての役割を果たし
ている。このスポーツクラブの活動での経験により，
学生自身が年齢差や能力差，経験の有無などのような，
様々な立場の人が存在することを再認識しその相手
に応じた対応をするなどの社会性の向上に取り組める
機会を与えることができた。
また，学生が一般会員に対し，より良い指導を行お
うとする向上心を持つことにより， 自分自身の技能を
高めようと努力していることや，クラブ活動への取り
組みが積極的になるなどの，多くの教育的効果をもた
らすこととなった。
しかしながら，全ての学生がスポーツクラブでの会
員への指導に意欲的に参加しているかというと必ずし
もそうではない。今後の課題として，前述のような学
生がどのようにすれば高いモティベーションで指導に
参加できるかを考える必要があり.また，指導補助学
生に対する心身のケアを，学校および町や競技団体と
協力しながら地域全体で考えていく必要がある。
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